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  独自の AI & IoT 技術を駆使した総合的なエネルギーソリューションサービスである ENERGY 

CLOUD® Service を，ごみ焼却プラントにおける運転業務の効率化に適用したプロジェクト事例を

紹介する。問題解決に向けたアプローチとして，運転員とプラントの両面から現状を把握し，多様

な分野のエキスパートを巻き込んだ目的設定を基に最適化を実施した。結果として将来燃焼する

ごみの発熱量を 95％以上の精度で予測した上で，ベテランのノウハウを融合した運転ガイダンス

を提示することで従来よりも迅速かつ個人の技量に依存しない運転意思決定の支援を実現した。 

  

     

           
 
|1. はじめに 

 近年，プラント O&M（Operations and Maintenance）業務において，以下のように取り巻く環境が

変化してきており，既存のアプローチとは異なる解決策が求められている。 

(1) より安価かつ高品質なサービスや，プラント延命化に対する市場ニーズの高まり 

(2) 労働人口不足や業務複雑性の高まりに起因する，運転員の技能承継問題の顕在化 

(3) ICT 技術の進展に伴い，情報処理や通信が高速・安価で実装可能となったこと 

当社のグループ会社でプラント O&M を扱う重環オペレーション（株）（JKO）では，安全で安定

した運転と予防保全の技術を有し，施設の価値を高める運転を推進している。JKO の概要を図１

に示す。 

  
  

  

   図１ 重環オペレーション（株）（JKO）の概要（1） 
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JKO では取り巻く環境変化に対応し，より高品質なサービスをお客様に提供するために，運転

業務を効率化できる解決策を模索していた。このような環境において，当社は JKO が運転管理を

担うごみ焼却プラントに，独自の AI & IoT 技術を駆使した総合的なエネルギーソリューションサー

ビスである ENERGY CLOUD® Service を適用し，現場の運転業務の効率化を実現した。 

本報では一連の問題解決に向けたプロジェクトの実施内容及び実施結果を事例として紹介す

る。 

|2. 問題解決に向けた実施内容 

 AI（人工知能）や IoT（モノのインターネット）を活用したデータから洞察を得る形の問題解決プ

ロジェクトにおいては，現状を適切に把握した上で目的をシャープに絞り込むことが重要である。

目的の抽象度が高いまま，データを収集することのみに埋没したり，場当たり的なシステムを導入

したりすることは，経済的・時間的損失を招き，結果としてお客様価値を毀損する結果となる。 

そこで，独自の AI & IoT 技術である ENERGY CLOUD®を有する当社・JKOならびにシステムソ

リューションに強みを有する（株）MHPSコントロールシステムズ（MHPS-CS）は，以下のアプローチ

で問題解決を図った。 

(1) 現状把握 ： 現場の状況を運転員とプラントの両面から把握し，ターゲットを絞り込み 

(2) 目的設定 ： 多様な視点を持つ関係者間での議論による共創と合意形成 

(3) 最適化 ： ENERGY CLOUD®で将来を予測し，予測に基づくガイダンスを提供 

実施内容の概要を図２に示すとともに詳細を後述する。 

  

 

 

   図２ 実施内容の概要 

  

2.1 現状把握 

実態を客観的に把握した上で，システム実装対象を絞り込むことを目的として，まずはごみ焼

却プラントの運転業務を行う複数事業所に対しアンケートを実施した。アンケート結果をもとに業

務種別ごと・時間帯ごとの業務負荷を可視化した例を図３に示す。特定の時間帯のみ業務負荷

が高いタスクもあれば，24 時間継続して実行しているタスクもあり，作業内容によって特性が異な

ることが確認できる。このように可視化のプロセスを実施することにより，“担当者の思い込み”とい

ったバイアスを排除し，より投資回収効果の高いシステム実装対象を絞り込むことが可能となる。 
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   図３ 運転員の業務負荷を可視化した例 

  

また，人的な業務負荷の把握とともにプラントの稼働状態や特性を把握することも重要である。

当該プラントに導入済みの分散型制御システム（DCS：Distributed Control System）である

DIASYS Netmation®から１系統あたり数百点の時系列運転データを抽出し，探索的データ解析

（EDA：Exploratory Data Analysis）を行い，可視化・パターンの探索・相関性の抽出を実施した。

なお，DIASYS Netmation®は世界で 2000 プロジェクト以上の納入実績があり，高い信頼性やきめ

細かい機能により好評を得ている。DIASYS Netmation®外観と納入実績を図４に示す。 

これらの現状把握は一見地道な作業であるが，プロジェクトの成功に向けたベースラインを定

義する上で極めて重要である。 

  

 

 

   図４ DIASYS Netmation®の外観と納入実績（2） 

  

2.2 目的設定 

現状把握結果をもとに，多様な視点を持つ関係者間でディスカッションを行った結果，プラント

外部からの入口条件である“ごみ発熱量”を予測することにより，プラント内部の運転業務を効率

化できるのではないかという仮説に至った。 

本事例での目的設定における成功要因（KFS：Key Factor for Success）は以下のとおりである

（図５）。 

(1) 適切な範囲設定を行うこと 

運転効率化に向けた視点として，狭い視点では機器単体やユニット単位での問題解決があ

り，広い視点ではプラントやその上流・下流を含めた経済単位（エコシステム）が存在する。どの

視点で問題解決を図るべきかは，ユーザ意思とデータ範囲に依存する。例えば，機器単体の

問題解決を図りたい場合は当該機器ならびに周辺のデータが必要となり，エコシステム単位で

はプラント外部のデータを十分に揃える必要がある。一方で，機器単体の特性データの重要性

は相対的に低くなる。 
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(2) 多様な分野のエキスパートを巻き込むこと 

本事例においては，運転業務・プラント設計・データサイエンス・システム実装・ビジネスとい

った多様な分野のエキスパートが，議論を重ねながら目的設定を行った。実現可能性や現場

での受容性など，複合的な視点を取り入れることが重要となる。 

(3) アジャイル型のプロジェクト遂行を前提とすること 

AI（人工知能）を活用し，データから洞察を得る形の問題解決手法においては 100％に近い

精度を要求すると，現在の技術水準においては経済的に成立しない可能性が極めて高い。精

度向上に固執し意思決定を遅らせるよりも，相応の精度で小さく早く実行し，評価のサイクルを

回していくアジャイル型のプロジェクト遂行が重要となる。 

  

 

 

   図５ 目的設定における成功要因（KFS：Key Factor for Success） 

  

2.3 最適化 

定められた目的設定をもとに，１時間後に燃焼するごみの発熱量を ENERGY CLOUD®によっ

て予測するシステムを構築した。予測結果を図６に示す。１ヶ月の評価期間において，95％以上

の予測精度を達成しており，運転員の意思決定を支援する役割を十分に担えることを確認した。

なお，精度は予測誤差率（真値に対する予測誤差の割合）を 100％との差分として定義している。 

  

 

 

   図６ ENERGY CLOUD®によるごみ発熱量の予測結果 

  

また，ENERGY CLOUD®によるごみ発熱量予測にベテランのノウハウを融合し，運転ガイダン

スを行う機能を DIASYS Netmation®上に構築した。運転ガイダンス画面の例を図７に示す。 

本機能は，将来燃焼するごみの発熱量の予測値をもとに，操作可能なパラメータに対する運

転指針を演算し，現在値から一定範囲を逸脱する場合に赤字で指摘を行うことで，従来よりも迅

速かつ個人の技量に依存しない運転意思決定を支援し，運転業務の効率化を実現することを可

能とする。ひいては運転業務の効率化を実現することにより，プラントの安全運転や長寿命化へ

の貢献を果たすものである。 
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   図７ 運転ガイダンス画面の例 

  

|3. まとめ 

 本報では，ごみ焼却プラントにおける運転業務の効率化を目的として，ENERGY CLOUD®を活

用し，95％以上の予測精度でごみ発熱量を予測し運転ガイダンスを提供するまでの一連のソリュ

ーションを紹介した。今後，カスタマーコンテンツの拡充や技術向上を通じて循環型社会の形成

に貢献していく。 

なお，本技術ならびにソリューションへのアプローチはごみ焼却プラントのみならず，発電・化

学プラントや製造設備等の多様な領域に応用展開が可能であり，エネルギー・環境領域を中心

にさまざまな課題の解決に取り組んでいく。 

 
ENERGY CLOUD® は，三菱重工業(株)の日本及びその他の国における登録商標です 

DIASYS Netmation® は，三菱日立パワーシステムズ(株)の日本及びその他の国における登録商標です 
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